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第2四半期決算の概要
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FY2022
第2四半期 エグゼクティブサマリ

業績

トピックス

●売上 : 前年同期比＋8.5％、売上総利益 : 前年同期比＋10.5％と順調

●営業利益 :新事業の研究開発費や広告宣伝費により、前年同期比減
（販管費4400万円増）

●新事業（サイバー攻撃を検知代行する定額セキュリティサービス）を

6月からリリース開始（3Qから本格受注開始。2Qは露出販促投資で販管費増）

●最大3億円の自己株式取得を本日リリース

発行済株式総数（自己株式を除く）の4.84％
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（百万円） FY2021 2Q FY2022 2Q 増減率

売上高 621 674 ＋ 8.5%

データセキュリティ事業（DS） 230 257 ＋ 11.7%

ネットワークセキュリティ事業
（NS）

391 417 ＋ 6.6%

売上総利益 309 341 ＋ 10.5%

営業利益 16 4 － 73.0%

経常利益 17 22 ＋ 25.5%

当期純利益 11 15 ＋ 42.0%
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FY2022
第2四半期 前年同期比サマリ

・営業利益は、円安による原材料費高騰と高利益案件の期ズレにより未達。

・最終利益は、為替評価益等により超過。
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FY2022
売上高 四半期推移

売上高/年

(百万円)
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（千円）

FY2022
ストック(リカーリング)売上高 四半期推移

7%
4%

2%
4%

4%

前四半期から

15%伸長

過去3年で

55％伸長

2%

2022年12月期は
契約伸長と
解約率低下が傾向
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（単位：千円）

※１ S&Mとは、Sales and Marketing。
販売促進費、広告宣伝費、セールス関連
人件費、そのほか関連経費及び共通費等
の合計。

※２ R&Dとは、Research and Development。
研究開発にかかるエンジニア人件費、
外注費用、そのほか関連経費及び共通費
等の合計。

※３ G&Aとは、General and Administrative。
管理部門の人件費や、そのほか関連経費
及び共通費等の合計。

【新サービスの販促強化】
デジタル広告/記事広告/

イベント出展/プロモーション

FY2022
販売費及び一般管理費 四半期推移

【研究開発投資の拡大】
ALog SaaS、ゼロトラスト
リリースに向けた研究開発

トップラインスケールを
重視し、投資強化

前四半期から

21%伸長

前々四半期から

30％伸長

前四半期から

72%伸長

前々四半期から

183％伸長
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FY2022
営業利益 四半期推移
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（百万円）

・新事業の販促/R&Dを強化

・NW機器の原材料費高騰

・大型利益案件の期ずれ

通期業績は変更予定なし



8

FY2022
第2四半期 セグメントサマリー

データ
セキュリティ

事業

●前年同期比で増収増益。セキュリティへの関心拡大により、案件増加傾向。

セグメント売上高： 257百万円 前年同期比 11.7％増

セグメント利益 ： 131百万円 前年同期比 11.4％増

ネットワーク
セキュリティ

事業

●前年同期比で増収増益。粗利益率改善が課題。

セグメント売上高： 417百万円 前年同期比 6.6％増

セグメント利益 ： 56百万円 前年同期比 1.5％増
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（百万円）

FY2022
DS事業 売上高四半期推移

データセキュリティ事業

セキュリティサービス
『セキュサポ』
商談中：86社粗利益率80%超の商品販売に加えて、セキュリティのサブスクサービスを開始。
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売上高（百万円）

FY2022
NS事業 売上高四半期推移

ネットワークセキュリティ事業

前四半期の比較で売上は26%伸長。出荷も堅調。
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FY2022
セクター別 売上総利益（1-2Q累計）

ネットワークセキュリティ事業データセキュリティ事業
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新事業の人員増強により売総率は低下したが、
計画値80.8%に対して実績81.6%と想定内

円安による原材料費高騰と高利益案件の期ズレが影響し、
計画値36%まで至らず
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FY2022
KPI 進捗 1-2Q実績

ストック売上高

年伸長率10%以上

ストック売上高

伸長率15%以上

DS KPI NS KPI

11.3％
サービス解約率

10%以下

保守継続率

85%以上

全社
トップライン
10→15%へ

86.7％ 5.50％

21.8％

2021実績

2021実績

2021実績

2021実績

7.2％
2022 1-2Q実績

86.0％
2022 1-2Q実績

22.8％

3.58％

2022 1-2Q実績

2022 1-2Q実績

中計 KPI

ストック売上伸長率は前期実績に比べ、
低下しているものの、サブスクサービスの
「セキュサポ」販売強化で伸長率を改善予定

伸長率は順調。
３Q以降で原材料費高騰に対処し、

粗利益率を改善予定
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貸借対照表

（百万円）
2021年
12月末

2022年
6月末

増減

流動資産 2,469 2,576 ＋106

うち 現金及び預金 1,893 1,839 －54

固定資産 380 378 －1

総資産 2,849 2,954 ＋105

流動負債 1,190 1,235 ＋45

うち 前受金 824 ー ー

うち契約負債 ー 892 ー

固定負債 223 190 －33

純資産 1,435 1,529 ＋93

負債及び純資産 2,849 2,954 ＋105

自己資本比率（％） 50.4％ 51.8％ ー

現金及び預金は18.3億円、自己資本比率は51.8%と安定した財務基盤
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業績予想の進捗
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FY2022
業績予想

2019.12期 2020.12期 2021.12期 2022.12期（予想）

売上高

（百万円）

128

3,000

2,761

2,314

2,161

2019年12月期より3年連続の増収増益・最高益

2022年12月期も増収増益、最高益を目指す

8.0%
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10.1%

営業利益

5.9%
186

9.4%

303

営業利益率

営業利益は

3年で2.3倍以上

15



16

（百万円） 予想 実績 進捗率

売上高 1,489 1,411 94.7%

データセキュリティ事業（DS） - - -

ネットワークセキュリティ事業（NS） - - -

営業利益 130 88 67.6%

経常利益 136 117 86.0%

当期純利益 89 84 94.2%

©AMIYA Corporation

FY2022 1月～6月（上期）

FY2022
業績予想と第2四半期（累計）実績

・営業利益の不足は、第3四半期以降で回復予定。

・最終利益は、為替評価益等によりほぼ予定通り。
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FY2022 通期業績予想の進捗
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1,411百万円

88百万円

84百万円

155百万円

47.0%

29.1%

41.4%

40.1%

3,000百万円

303百万円

203百万円

387百万円

2022年12月期
通期業績予想

第2四半期進捗率

新事業への積極投資で、
次年度確定収益率を高める
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FY2022
EBITDA 年間推移

マージン比率は

連続伸長

短縮決算



事業の概況
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社会背景
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情報を狙った犯罪
企業/組織のセキュリティ対策は、

「事業継続」「安全保障」の観点で普遍のニーズ
NICT-情報通信研究機構

サイバー空間は
”安全性”が前提

3年間で

2.6倍

サイバー攻撃は増加の一途
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社会背景

出所：経済産業省 情報技術促進課 「IT人材受給に関する調査（概要）」

約45万人

不足

21

IT人材は更に加速する

しかし人材はいない

慢性的なIT人材不足が、

人に依存しないシステムを招く サイバー空間は



© 2022 AMIYA Corporation

当社の提供価値
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クラウドで人が介在しないAIで人が介在しない

AI クラウド



データセキュリティ事業
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データセキュリティ事業

ALog 導入後
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データのセキュリティ



データセキュリティ事業
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AIでセキュリティを自動化



26

クラウドサービスの利用が増加

クラウドサービスの利用状況は年々増加。
効率的にクラウドサービスのログを収集するため、ログ管理システムもクラウド化。

総務省「令和3年 情報通信白書」から抜粋
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FY2022
DS 新規事業

サイバー攻撃に悩む

病院や自動車サプライヤなど

中小企業を対象に

『定額セキュリティサービス』

を安価にサブスク提供

2022年4月販売開始

定額CSIRT
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FY2022
DS 新規事業

顧客視点のメリット

◎サーバレス
◎インストールレス
◎スモールスタート可
◎スケールアウト可
◎ UI・UX向上
◎高速検索

ALogSaaS

2023年2月リリース
（予定）
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ネットワークセキュリティ事業
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ネットワークセキュリティ事業
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ネットワークのセキュリティ



ネットワークセキュリティ事業

ホーチキ様

社員1,300名のテレワーク通信を整備300を超える工事事務所のIT環境に

熊谷組様

社員2000名を超える
火災報知器/消火設備の
大手メーカー

売上4000億円を
超える北陸発祥の
大手ゼネコン
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企業運営には、「記録残し」が必須 企業運営には、「記録残し」が必須

クラウドだからSaaSで遠隔操作



AMIYAのゼロトラスト

FY2022
NS 新規事業

従来

本社 支社/店舗

Aさん

Aさんの
スマートフォン

Aさんの
ノートPC

Aさんの
デスクトップPC

設計もセキュリティも
センターが遠隔制御

モビリティ IoT

通信が集中し
ボトルネックに

ネットワーク設計が複雑で
柔軟性も欠ける

本社を経由しない通信は
全て脆弱に...

テレワーク モバイルワーク

インターネット クラウド
本社

支社

店舗

Aさんという証明があれば、
どの端末からでも
どこにアクセスしても
安全かつ高速な通信が担保できる

今後インターネットにつながる
数十兆個のデジタルデバイスも
瞬時にセキュア化できる

ソフトウェアだから可能に

電化製品

2022年下期リリース（予定）

©AMIYA Corporation

ゼロトラスト
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FY2022
NS 新規事業

クラウドネットワークのサービスに

監視カメラ事業を追加。

法人向け高精度AIカメラを

拠点の多い既存顧客に供給。

2022年6月販売開始

クラウドカメラ

クラウドカメラ市場は、
136億円（2020年度実績）から
630億円（2026年度予測）に成長

矢野経済研究所「2021年度版 ネットワークカメラ/VCA画像解析システム市場」から抜粋
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